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耕作地散布

CO2鉱物化・土壌に固定

岩石に応じた前処理技術
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新たな栽培・土壌管理法
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天然岩石地層ご
とのポテンシャ
ルの正確な算定

電力・熱などの運転エネルギー起因

岩石採掘
前処理（微粉化） 散布などの操作

CO2鉱物化に係る
製造・資材・建設などに起因

循環利用

採掘場や施設の土地利
用変化によるもの

•土壌固定変化
•植生変化（光合成）

所定時間経過後
の鉱物化率(<1)
•前処理
•風化性
•鉱物化速度
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リーケージ

自然岩石利用の炭素会計
⇒岩石ごとのエンジニアリングデータの取得：情報基盤整備

国内ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
なし⇒
新規開発

不確実な自然系炭素循環
散布操作や循環利用による自然環境への影響

•森林や耕作地の土壌環境変化
•地下水/河川の変化
•沿岸海洋の変化(ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝともﾘﾝｸ)

CO2

不明瞭⇒
•操作簡素化
•定量化法開発

IDEAなど
利用

排出係数利用

文献ベース

ERW研究者との国際連携
日本発炭素会計の方法論の
ERW研究者との国際連携
日本発炭素会計の方法論の
国際的コンセンサス醸成

鉱物ごと/
方法ごとの
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽなし
⇒新規開発


